
一般質問一般質問
9月定例会では、
16人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

佐々木市長にまちづくりを問う
質 問一 般

老朽化した住吉橋（三俣川） 水質悪化が進む通天湖

　
　

去
る
8
月
7
日
の
新
聞

紙
上
に
、
京
都
府
地
震
被

害
想
定
調
査
委
員
会
の
報

告
と
し
て
、
殿
田
・
神
吉
・

越
畑
活
断
層
が
原
因
と
す

る
地
震
発
生
時
の
被
害
想

定
が
掲
載
さ
れ
た
。
最
大

震
度
7
、死
者
3
4
0
0
人
、

全
壊
家
屋
7
万
7
6
0
0

棟
に
及
ぶ
と
の
衝
撃
的
な

報
道
は
住
民
に
大
き
な
不

安
を
与
え
た
。
府
の
事
前

報
告
は
あ
っ
た
か
。
災
害

発
生
時
に
お
け
る
救
助
活

動
な
ど
、
地
域
防
災
組
織

の
位
置
づ
け
は
重
要
で
あ

問

る
。
現
在
あ
る
組
織
の
拡

充
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
報
告
で
は
活

断
層
近
く
に
日
吉
ダ
ム
が

あ
る
。
地
震
に
よ
る
ダ
ム

の
安
全
性
に
つ
い
て
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
問
う
。

　
　
　

府
の
報
告
は
私
に

と
っ
て
も
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　

報
道
の
日
ま
で
府
か
ら

の
事
前
の
報
告
は
な
か
っ

た
。

　

今
後
は
調
査
結
果
を
さ

ら
に
詳
細
に
整
理
し
報
告

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

情
報
伝
達
な
ど
府
と
協
調

市
長

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
も

検
討
す
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
防
災
組
織
の
役
割

は
大
変
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
財
政
面
、
組
織
面

か
ら
も
体
制
を
整
え
て
い

く
。 

　

日
吉
ダ
ム
は
、
平
成
15

年
に
国
土
交
通
省
か
ら
耐

震
性
（
安
全
性
）
に
つ
い

て
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
。

大
野
ダ
ム
も
問
題
は
な
い
。

　
　

今
、
南
丹
市
の
中
心
部

で
は
都
市
計
画
に
よ
る
「
中

問

心
市
街
地
活
性
化
計
画
事

業
」
が
課
題
も
あ
る
も
の

の
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
周
辺
部
で
は

少
子
高
齢
化
に
よ
る
小
規

模
集
落
が
多
く
、
そ
の
格

差
へ
の
不
満
と
、
支
所
機

能
の
あ
り
方
へ
の
閉
塞
感

が
多
い
。
地
域
振
興
を
ど

う
取
り
組
む
か
。

　
　
　

地
域
の
拠
点
づ
く

り
と
、
暮
ら
し
の
利
便
性
、

特
色
を
生
か
し
た
賑
わ
い

を
創
設
し
て
い
く
。

市
長

　
　

自
治
法
の
改
正
で
、
副

市
長
が
誕
生
し
た
。
旧
法
と

職
務
が
大
き
く
変
わ
り
、
市

長
の
命
を
受
け
「
政
策
及
び

企
画
」
の
文
言
が
加
え
ら
れ

た
。
自
治
法
の
狙
い
は
、
市

長
の
事
務
量
の
増
大
す
る
現

状
を
踏
ま
え
、
市
長
を
支
え

る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

機
能
を
副
市
長
に
一
元
化
す

る
こ
と
に
あ
る
が
、市
長
は
、

副
市
長
の
職
務
を
ど
の
よ
う

に
考
え
市
政
運
営
に
あ
た
ら

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　
　

法
の
改
正
で
、
副
市

問市
長

長
の
職
務
は
、
市
長
の
補
佐

の
み
な
ら
ず
、
長
の
命
を
受

け
て
、
政
策
及
び
企
画
を
つ

か
さ
ど
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
、

副
市
長
の
担
当
事
務
規
則
に

よ
り
、
事
務
を
担
当
し
て
い

る
。

　

副
市
長
の
権
限
の
一
部
に

つ
い
て
も
、
内
容
を
十
分
検

討
し
た
上
で
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

本
町
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
平
成
14
年
3
月

に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
南

丹
市
直
営
事
業
と
聞
い
て
い

問

る
が
、
区
画
整
理
事
業
の
目

的
が
見
え
て
こ
な
い
。

　

本
町
地
区
に
あ
る
3
つ
の

金
融
機
関
、
園
部
町
商
工
会

等
が
連
携
し
、
用
地
を
立
体

的
に
活
用
す
る
な
ど
効
率
の

良
い
活
性
策
を
核
と
し
た
、

事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、「
ま
ち
の

活
性
化
策
」
が
示
さ
れ
ず
に

事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
街
路

事
業
に
よ
る
補
償
が
、
特
定

事
業
者
の
立
地
改
善
と
廃
業

の
引
き
金
に
な
り
、
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
事
業
に
逆
行
し

て
い
る
。

　

集
客
数
等
の
事
業
効
果
と

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
具
体
的

な
施
策
を
伺
う
。

　
　
　

中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ち

な
か
の
人
口
増
加
が
必
要
で

あ
る
が
、
居
宅
は
事
業
後
半

減
す
る
。  

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
施
策
は
、
検

討
し
て
い
る
が
大
変
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
。
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う
、

住
民
と
の
連
携
の
中
で
努
力

を
し
た
い
。

市
長

求められる
副市長の職能

担当事務規則により担当している 府と協調し総合防災訓練を検討

活緑クラブ
松尾　武治 議員

南風会
井尻　治 議員

市長

殿田・神吉・越畑断層と
防災組織は
市長

新477号道路事業計画は
安全性に欠ける
府に要望し、協議を進める

丹政クラブ
川勝　眞一 議員

市長 環境を監視し保全に努力 市長

るり渓に清流を取り戻す
府・市の対策が必要日本共産党・住民協働市会議員団

大西　一三 議員

　
　
　

高
齢
者
の
医
療
費
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国

民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
も
の
。
独
立

し
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

保
険
で
あ
る
。
一
層
の
支
援

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

年
金
か
ら
の
天
引
き
、

滞
納
者
に
対
す
る
保
険
証
の

取
り
上
げ
措
置
な
ど
は
見
直

す
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
　
　

公
平
負
担
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
や
む
を
得
な

い
。

市
長

問市
長

　
　

る
り
渓
渓
流
の
水
質
悪

化
が
進
行
し
て
い
る
。
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。改
善
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

著
し
く
汚
染
が
進
ん

で
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。
市
の
観
光
振
興
に
と
っ

て
「
る
り
渓
」
の
重
要
性
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
。

　
　

洪
水
被
害
が
な
い
よ
う

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
通
天
湖

の
湖
水
を
抜
い
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　

地
元
区
と
十
分
調
整

を
し
た
上
で
管
理
し
、
防
災

上
問
題
の
な
い
対
応
を
す

問市
長

問市
長

る
。

　
　

る
り
渓
通
天
湖
湖
底
に

は
泥
の
滞
留
が
相
当
あ
る
。

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

一
部
堆
積
し
て
い

る
。
地
元
区
と
協
議
し
対
応

す
る
。

　
　

定
点
に
お
け
る
定
期
的

な
河
川
水
質
の
監
視
・
管
理

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　

通
天
湖
と
法
京
地
内

で
測
定
し
て
い
る
。
京
都
府

と
も
連
携
し
て
進
め
て
い

く
。

　
　
「
女
性
の
館
」
助
成
金

は
返
還
さ
れ
る
と
聞
く
が
市

問市
長

問市
長

問

長
の
見
解
は
。

　
　
　

返
還
す
る
と
明
言
し

た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

　
　

市
財
政
厳
し
い
折
で
あ

る
、
未
執
行
の
「
補
助
金
」

は
返
還
請
求
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　

議
会
の
議
決
等
必
要

な
手
続
き
を
経
て
の
支
出
で

あ
る
。
裁
判
の
結
果
を
見
て

対
応
し
て
い
く
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

導
入
で
、
高
齢
者
の
負
担
が

増
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
悪

く
な
る
。
見
直
し
を
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

問市
長

問

再
利
用
施
設
と
し
て
開
始
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
機

能
に
つ
い
て
、
今
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
点
、
今
後
の
環

境
施
策
で
の
指
導
と
計
画
・

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

最
大
の
課
題
は
施
設

運
営
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
か
か
る
こ
と
。
バ
イ
オ
マ

ス
の
活
用
で
、
地
球
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
、
農
林
業
の

振
興
、
ま
ち
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

市
長

　
　

一
般
国
道
4
7
7
号
西

田
大
藪
道
路
事
業
で
、
未
着

工
部
分
の
西
田
工
区
の
地
元

説
明
会
、
ま
た
、
東
区
長
会

へ
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
平

成
17
年
度
の
説
明
会
で
は
、

現
状
道
路
が
1
・
5
メ
ー
ト

ル
上
が
る
と
し
て
い
た
が
、

三
俣
川
が
砂
防
河
川
と
分

り
、
さ
ら
に
、
50
セ
ン
チ
上

が
り
、
2
メ
ー
ト
ル
に
な
る

と
の
こ
と
。
新
国
道
と
の
取

合
部
分
の
市
道
の
勾
配
が
き

つ
く
な
り
、
安
全
性
に
欠
け

る
と
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

今
、
右
岸
側
は
小
学
生
の
通

問

学
路
、
左
岸
側
は
中
学
生
が

自
転
車
通
学
を
し
て
い
る
。

計
画
橋
梁
の
下
流
に
は
生
活

道
路
・
通
学
路
の
木
製
の
市

道
住
吉
橋
が
あ
り
老
朽
化
し

危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
三
俣

川
の
側
面
に
ト
レ
ン
チ
を
打

ち
、
一
部
の
段
差
工
を
利
用

し
て
河
床
を
下
げ
る
方
法

で
、
道
路
を
下
げ
る
検
討
を

願
う
。
地
元
市
民
は
道
路
が

上
が
る
こ
と
に
納
得
い
か
な

い
。こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

三
俣
川
の
橋
梁
、
道

路
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
地

区
の
役
員
・
区
長
に
府
よ
り

市
長

説
明
さ
れ
、
既
設
道
路
と
の

交
差
点
付
近
の
安
全
確
保
の

件
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
は
、
認
識
の
中
で
、
川
の

河
床
を
下
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の

ご
意
見
・
要
望
を
ふ
ま
え
交

通
安
全
確
保
を
第
一
と
し

て
、
府
に
対
し
て
要
望
し
、

協
議
を
進
め
て
行
く
考
え
で

あ
る
。

　
　

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
豊
か
な
自

然
を
守
り
、
安
全
で
美
し
い

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
家
畜
糞
尿
等

問
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